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〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
二
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）

の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
公
正
取
引
委
員
会
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

杉
本

和
行

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
公
正
取
引

委
員
会
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
審
判
手
続
に
関

す
る
規
則
等
の
廃
止
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
審
判
手
続
に

関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
九
号
）

二

公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
八
号
）

三

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
判
手
続
に
関
す

る
規
則
（
平
成
十
七
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
九
号
）

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申

請
、
報
告
及
び
届
出
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
認
可

の
申
請
、
報
告
及
び
届
出
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
の
二
及
び
第
九
条
中
「
第
四
十
九
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
一
号
か
ら
様
式
第
四
十
八
号
ま
で
中
「第

49条
第
５
項

」
を
「第

50条
第
１
項

」
に
改
め
る
。

（
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
状
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

課
徴
金
の
納
付
の
督
促
状
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
七
十
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
七
十
条
の
九
第
五
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
（
表
面
）
中
「
官
房
総
務
課
審
決
訟
務
室
長
」
を
「
職
名
」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
中「所

管

」

を
「主

管

」
に
改
め
、「併

せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い

」
の
次
に
「。

た
だ
し
、
こ
の
督
促
状
が
送
達
さ
れ
る
前
に
完

納
し
て
い
る
場
合
は
、
延
滞
金
の
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

」
を
加
え
る
。

様
式
第
二
号
（
第
一
葉
）
中
「第

70条
の
９
第
５
項

」
を
「第

69条
第
４
項

」
に
改
め
、
同
様
式
（
第
二
葉
）
中

「抜
す
い

」
を
「抜

粋

」
に
、「第

70条
の
９
第
１
項

」
を
「第

69条
第
１
項

」
に
改
め
、「同

条
第
２
項
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
命
令
に
つ
い
て
審
判
請
求
が
さ
れ
た
と
き
（
第
66条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
判
請

求
が
却
下
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
審
判
請
求
に
対
す
る
審

決
を
し
た
後
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
納
付
命
令
の
全
部
を
取
り
消
す
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
督
促
状

に
よ
り
期
限
を
指
定
し
て
当
該
納
付
命
令
に
係
る
課
徴
金
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
が
あ
る
と
き
は
そ
の
延

滞
金
の
納
付
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
納
付
命
令
に
つ
い
て
の
審
判
請
求
に
対
す
る
審
決
書

の
謄
本
が
送
達
さ
れ
た
日
ま
で
に
当
該
課
徴
金
及
び
延
滞
金
の
全
部
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」

を
削
り
、「同

条
第
５
項

」
を
「同

条
第
４
項

」
に
改
め
、「又

は
第
２
項

」
を
削
り
、「こ

れ

」
を
「そ

の
督
促
に
係
る

課
徴
金
及
び
第
２
項
に
規
定
す
る
延
滞
金

」
に
改
め
る
。
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